
Headabnormalcharacterin

Drosophllamelanogaster

producedbyselection.

YosHIKoUsHIoDA

InD70∫o帥 ぬ 耀 如 ηogo∫'〃slightdeficiencyofthecompoundeyewasfoundonly

rarelyinthewildtypefliesofShioya,KirishimaandBochustocks.Bytheselection

carriedoutbymeansofpairmating,numberoftheseabnormalfliesanddegreeof

theabnormalitygraduallybecameincreasedandintheF7generationofselection

morethan70%oftheflieswereabnormalinthecompoundeye.

Thehighestgradeofabnormaleyesproducedbyselectionwasthecomplete

disappearanceofthecompoundeyesonbothsidesinthesestrains,Moreextreme

casesofheadabnormalityinvolveaduplicationofallorpartoftheantennae.

Theseabnormalitiesappearasunilateralorasbilateralexpression.

Backwardselectionoftheheadabnormalflieswastestedbymeansofeitherpair

matingormassmating.Inabout5to8generationofselectionoftheabnormal

headsandnumbersoftheabnormalfliesgraduallybecamedecreaseduntilfinallyno

abnormalflywasfoundamongoffsprings.

Itisconcludedthatfromtheseexperiments,theanomalousfliesproducedbythe

actionofautosomalrecessivegenesandmanifestationoftheserecessivegenesare

enhancedbyselection,
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選 抜 に よ り生 じた シ ョウ ジ ョウバ エの

頭部異常形質

潮 田 嘉 子

キイ ロシ ョウ ジ ョウバ エ、DzOSOがZπ α耀 伽ogα ∫!67の 正常 形質 で あ る野 生型 集 団の な

か に、稀 に複 眼 に ご くわずか の 異常 を伴 う個体 が現 わ れ る こ とが ある。 この個 体 を対交

配pairmatingに よって毎 代選 抜 を行 な うと、複 眼 異常 が 著 し くな るこ とがOregon系

統 を用 いた実験 で 見出 され て い る(Takaya,KajiandInouye,1960a,1960b,1963)。

本研 究 は、 野生 型のOregon系 統以 外 の系統 で も選抜 に よ り同様 の効 果 が現 れ るか ど

うか を確 かめ るため 、Shioya(塩 谷)、Kirishima(霧 島)、Bochu(坊 中)の3系 統 につ

い て し らべ た。 その結果 、何 れの 系統 で もその 野生型 集 団 内に稀 に複 眼 異常 の 個体 が 見

出 され 、対交 配 に よ って毎 代選 抜 を続 ける と、代 を重ね るに したが って その程 度が 強 く

な り、 それ と ともに触角 の重 複 した個体 が 見出 され た。 これ らの実験 結果 とその メカニ

ズム につ い て考察 した。

材料 および方法

実験 に用 いた キ イロ シ ョウ ジ ョウバ エ、Dγoso帥 〃々 耀Z侃og硲'67の 野生 型 のShioya,

Kirishima,Bochuの3系 統 は、1958年 に京都 大学 か ら甲南大学 に移 管 し維持 して い る系

統 であ る。ハ エの 飼料 として は、寒 天2%、 糖 蜜17%、 イー ス ト1.5%混 合 の培 地 で筆 者

らが長年 用 いて い る所謂標 準培 地 で あ る。 飼育 温度 は 、全実験 期 間 を通 じて25℃ と した。

実 験 結 果

1.複 眼 異常 形 質の選 抜

Shioya系 統 の集 団培 養 、masscultureの 集 団 内で稀 に複 眼 の腹 側 外縁 部 に丸味 を欠

い た構 造 を もったハエ が現 われ るこ とがあ る(Fig.1)。 その 出現頻 度 はo.1～o.3%程 度

で あ る。 本実験 では集 団 内か ら生 じた これ らの複 眼 異常 を もったハエ を用 い て、対 交配

に よ り毎 代選 抜 を続 けた。

その結 果 、交配 を重ね るに した が って 、複眼 異常 を もつ個体 が 増加 し、それ と と もに

複 眼異常 の程 度 も著 し くなった。 対交 配 を始め て9代 目(Fg)で は羽 化個体1602は すべ
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選抜によ り生 じたシ ョウジョウバエの頭部 異常形質

AB

Fig.1.CompoundeyeofShioyawildtype.

A.normalwildtypeeye.

B.andC。deficienteyesproducedfrommassculturestocks.

C

oo。

No㎜alfly

000

GradeI

oOo

○

GradeII

ooOO

σ

GradeIII

OoOo

GradeIV

Fig.2.Diagramstoshowthedifferentgradesofheadofflybypairmatingselectiosfrom

Shioyastock.

Norrrlalfly,about700facets.,

GradeI,deficienteye,about600to500facets.,

GradeII,deficienteye,about300to100facets.,

GradeIII,deficienteye,about50facetsりduplicationofpartofantenna,duplicationof

ocelli.,

GradeIV,completedisappearanceorabout100ffacets.,duplicationinbothsideof

antennae.
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選抜により生 じたショウジョウバエの頭部異常形質

て複 眼 異常 を もち、正常 の複 眼 を もった個 体 は現 われ なか った。 さ らに交配 をつづ け る

とFl4で は 完全 に複 眼が消 失 した個体 が生 じた。 また、複 眼 異常 が著 しい個体(複 眼 が小

さ くなる)で は触 角 異常 を伴 った もの が現 われ 、代 を重 ね るに したが って異常 の程 度 は

著 し くな った。

Fig.2は 複 眼お よび 触角 異常 の程度 を4段 階(GradeI～GradeD1)に 分 けた 図で 、

選 抜 に よ り生 じた 異常個体 の程 度 を示 した もので あ る。 す なわ ち、GradeIで は複 眼 の

腹 側 外縁 部 が約3イ ～%程 度 欠 除 した程 度 の 個体 。GradeIIで は複 眼 異常 が さ ら に強 ま

り、複 眼 が約%～%程 度欠 除 した もので あ る。 しか も、左 右不 相称 の個体 が 多 く見 出 さ

れ た。GradeIIIで は複 眼が著 し く小 さ くな り、複 眼 を構 成 してい る小 眼数 は約50以 下(正

常の ハエ の複 眼 の小 眼数 は約700)に な り、 著 しい左 右不相 称 を示 し、複 眼 が突 出 して い

る個体 が 見 られ た。一方 、このGradeで は触 角に 異常 を もつ個体 が現 わ れ、正常 の左 右

一対 に対 し
、重 複 して3本 もつ個体 が 生 じた。 また、単 眼 異常 の個体 も見 られ、正 常 で

は3個 あるの に対 し、4個 となった個体 、 ある いは融合 して2個 にな った個体 を生 じた。

Table.1

Resultsofselectioncarriedoutbypairmating.

Norma1 Abnormalflies

Gene一

Tota1 flies GradeI GradeII GradeIII GradeIV●

ratlon

n% n% n% n% n%

F1 1747 171097.9 372.1 00 00 00

F2 3024 291196.3 1093.6 40.1 00 00

F3 2003 153576.6 45322.6 150.8 00 00

F4 6654 431864.9 227934.3 570.9 00 00

F5 4545 249955.0 194942.9 611.3 360.8 00

F6 2084 90643.5 109852.7 512.5 291.4 00

F7 1137 25022.0 68159.9 1109.7 968.4 00

F8 1014 11411.2 61760.9 14814.6 13513.3 00

Fg 1602 00 69143.1 68642.8 22514.0 00

Flo 2361 00 95540.5 103944.0 36715.5 00

F11 3151 00 138744.O 141344.8 35111.1 00

F12 2139 00 65130.4 108350.6 40518.9 00

F13 1329 00 21314.6 81961.6 29722.4 00

Fl4 1461 00 19313.2 93964.3 32822.5 10.1

F15 1241 00 20416.4 83167.0 20616.6 00

FL6 1467 00 966.5 108574.0 28019.1 60.4

F17 1291 00 1511L7 78560.8 34827.0 70.5

FL8 1810 00 985.4 97353.8 72440.0 150.8

F19 1692 00 714.2 83749.4 76345.1 211.3
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選抜に より生 じた ショウジ ョウバエの頭部異常形質

GradeIVで は、複 眼は 欠除す るか、 あ るいは非常 に/」・さ くな り、小 眼数10個 以下の個体

が現 われ た。小 眼数 が著 し く減少 した個体 の複眼 の大部 分 は、突起状 に な り、 あたか も

エ ビの眼柄 様の構 造 を示 した。 この 突起状 の複眼 を もっ 個体 をtelescopedeye('61)と

命名 す る こ とにす る。GradeIVで は さ らに触角 の重複個 体 、単眼 の異常個 体 も含 まれて

いる。

Tablelは 、対 交配 に よ り毎 代複 眼 異常個体 の選 抜 を行 いFI9ま で続 けた結 果 を示 した

もので あ る。表 で示 され るよ うに各代 とも約1000～6000個 体 のハ エの頭 部 の異常 の程 度

を しらべ た もので 、その異常 の程 度はGradeLIVで 表 し、各Gradeに 属 す る個体 数 と
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選抜 に より生 じた シ ョウジョウバエの頭部 異常形質

それ ぞれ の出現率 を%で 示 した。Fgま で交 配 を続 け る と、Fgの 個体 数1602の うち、正常

な複 眼 を もったハ エ は全 く現 われず 、殆 ん どGradeIとGradeIIの 異常 を示 した。さ ら

に代 を重 ね るに従 い複 眼 異常 の程 度 の著 しいGradeIIIは 、すで にF8で 現 われ 、これ らの

中 で も複 眼 が突 出 したtelescopedeyeはF1。 で 見出 され た。無 眼 のハ エの グループ で あ

るGradeIVはF14以 降 にお いて 見られ た(Platel.A.)。Table1で の それ ぞれのGrade

の 消長 をFig.3の グラ フで示 した。

2.Shioyaの 系統 の触 角異常 形 質の選 抜

実験1で は複 眼 異常 につ いて選 抜 を行 なったが 、集 団培 養の 個体 か ら対交 配 をは じめ

てF5に な った ときGradeIIIの 個体 か ら触 角異常 を伴 った ハエが 見出 され た。 この実 験

で は、F5で 生 じた触 角 異常 個体 を用 いて 、さ らに触 角 異常 の ハエ 同志 を対交 配 に よ って

触 角 に限 って選 抜 をつづ け た。Table.2で は、実 験1のF5で 生 じたGradeIIIの 触 角異常

の 個体 を用 い 、これ を親 として対 交配 で選 抜 をF、 までつづ け、選 抜 に よ り触 角異常 が ど

の よ うに強 め られ るか を示 した もの で あ る。

Table.2

SelectionofabnormalantenllafromShioyastock.

No.of %of Total %of

Total normal
abnor.

mal

abnor-

ma1

abnor-

mal

No. of antelma

ant. eye allt. ant, トLl 2.1 2.5 2D 3 3.5 4

F1 418 333 41.86 85 20.33 3 18 24 19 20 1 ()

F♪
9

571 413 60.94 158 27.67 8 30 25 78 11 5 1

F3 579 419 62.52 160 27.63 5 42 7 80 19 7 0

F4 798 576 63.53 212 26.57 8 39 11 113 23 6 12

F5 615 417 70.41 198 30.57 13 26 7 101 30 4 14

F6 249 170 73.09 79 31.72 0 8 5 37 20 3 6

F7 396 261 77.00 125 31.59 3 6 10 61 28 5 12

F8 134 86 83.58 48 35.82 1 3 4 27 7 3 3

この実 験 では 、F1で す で に触 角異常 を伴 った個体 が20.33%で 以後 徐 々に増加 し、F8で

は35.82%の ハエ に触 角 異常 が現 われ た。触 角 異常 個体 は複 眼 異常 個体 と同様 に毎代選 抜

に よって その個体 が 増加 す るだ けで は な く、代 を重 ね る に した が って異常 の程 度 は 著 し

くなった。 複眼 の 異常 は小眼 数 が減 少 し、や がて無 眼 に な る とい う傾 向 が示 され たが 、

触 角 の場 合 は逆 で 、異常 の程 度 が著 し くな る こ とは 、触角 の数 が増加 した。正 常 の ハエ

は一対 の 触 角((註)触 角 は第1～ 第6節 か らな って いて 、 その うち第1～ 第3節 は太 く
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選抜に より生 じた ショウジ ョウバエの頭部異常形質
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Variedtypeofabnormalheadproducedbypairmatingselection.

A.Differentgradeofabnormaleye

a.about150facetsinrightside,b.about50facetsinleftside

c.telescopedeyeinleftandafewfacetsinleftside

d,telescopedeyeinleftandduplicatedantennaeinbothside

B.Differentgradeofabnormalantennae

a.incompleteduplicationinrightside

b.incompleteduplicationinmiddlepart

c.andd.duplicationinbothside
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選抜 によ り生 じた ショウジ ョウバエの頭部 異常形質

いわゆ る基部 をな してお り、第5、 第6節 は枝状で触角剛毛aristaと いわれている。触

角剛毛の基部 を第4節 が とりまいている)を もっている。触角異常の個体の中にはこれ

を欠除 した り重複 した個体が現われた。欠除 した個体 はご く少数で、一本 ない し片側が

不完全 な触角(表 では1～1.5と 示す)を 持つ もの、重複個体では1対 の触角以外に不完

全 な触角が加 わった もの(表 では2.5と 示 した)、 左右の触角が重複(2本 ずつ融合 し、

それぞれ触角剛毛は1本 ずつ、表では2D)し た個体、完全な触角を3本 もつ個体(表

では3と 示す)、 さらにこの3本 に不完全 な触角が加 わった もの(表 では3.5)、 両側に2

本ずつ計4本(表 では4)の 触角 をもつ個体 などである(Plate1.B)。

これ らの触角異常の現われ方お よびその異常の程度 と複眼異常の表現 と密接な関係が

あることがわか った。っ まり、複眼形成が著 しく抑制 され小眼数が減少す ると、同 じ側

の触角が重複 し、複眼が完全に欠除す ると重複 を伴 った触角異常がさらに顕著になった。

3.Kirishima系 統 の触 角 異常 形質 の選 抜

実験1、2で 用 い たShioyaの 系統 のハ エ は選 抜 に よ り複 眼 異常 の み な らず 触 角 異常

を もつ 個体 が現 われ、選 抜 をつづ け るこ とに よ り異常 の程 度 は顕 著 に な った。 この よ う

な こ とが他 の 野 生 型 の 系統 で も生 じる か ど うか を確 か め る ため 、 こ の実 験 で はKiri-

shima系 統 を用 いて 、実 験2と 同様 の方 法 で対 交 配 に よって選 抜 を行 っ た。 その結果 、

Kirishima系 統 で もShioya系 統 と同 じ く複 眼 異常 が生 じ、F5で は触 角 異常 を と もな っ

た個体 を生 じた。そ こでF5で 生 じた触 角 異常個体 を用 い、これ を親 と して対 交 配 を行 な

Table.3

SelectionofabnormalantennafromKirishimastock.

No.of %of Total %of

Tota1 normal
abnor・

mal

abnor-

mal

abnor-

ma1

No. of antenna

ant. eye ant. ant. 2.1 2.5 2D 3 3.5 4

Fi 271 226 48.34 45 16.61 24 4 12 17 0 0

F2 441 339 53.74 102 23.13 27 7 26 40 2 0

F3 550 422 54.91 128 23.27 19 46 13 50 7 3

F4 540 416 56.66 124 22.96 21 14 30 57 2 0

F5 753 565 64.39 188 24.97 39 20 61 61 5 2

F6 390 283 65.13 107 27.44 6 13 37 34 3 14

F7 193 120 77.52 73 37.83 3 9 12 23 2 4

F8 205 138 78.05 67 32.68 1 11 12 27 9 7

Fg 162 98 82.10 64 39.51 0 3 12 25 18 6

Flo 228 133 84.65 95 41.67 0 6 13 49 19 8
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選抜によ り生 じたシ ョウジ∋ウバエの頭部異常形質

い触 角 につ いて の選抜 を行 な った。

Table3はF1。 まで選 抜 を行 なった結果 を示 した もの で ある。表 で示 され る よ うに、F1

で は羽 化個体 中すで に16.61%が 触 角 異常 を もち選 抜 を重 ね る に したが って 出現率 が 増

加 し、F1。 では41.67%を 占めた。 同時 に また 、触 角異常 の程度 も代 を重 ね るに したが っ

て著 し くな る傾 向が 見 られた。 この実 験 に よ りKirishima系 統 もShioya系 統 と同様 に

選 抜 に よ り触 角異常 が強 め られた。

4.Bochu系 統の 触角 異常形 質の選 抜

Shioya,Kirishima系 統 と同様 に野 生型 の 中でBochu系 統 に も上 の実 験結 果 と同 じ く、

選 抜 に よって触角 異常 の系統 が著 し くな った。Table.4は 上 の実 験 と同様 、複 眼 の選 抜過

程 で 生 じた触 角異常 個体 を用 い て、Fl～F7ま で選 抜 を行 な った結 果 を示 した もの で あ

る。この系 統で も上記2系 統 と同様 にF3で すで に著 し く触角 の重複個 体 が生 じ、選抜 に

よって その効 果 は著 し くな り、上 の2系 統 と類似 の傾 向が見 られ た。

Table.4

SelectionofabnormalantennafromBochustock.

No.of %of Total %of

Tota1 norma1
abnor-

mal

abnor-

mal

abnor・

mal

No. of antenna

ant, eye ant. ant. 1～1.5 2.1 2.5 2D 3 3.5 4

FI 471 341 44.59 130 27.60 6 35 14 48 27 0 0

F2 360 238 63.33 122 33.90 1 25 15 73 8 0 0

F3 521 358 57.58 163 31.09 5 46 10 70 19 8 5

F4 345 246 65.98 98 28.55 0 13 9 50 17 6 3

F5 349 247 68.76 102 26.36 2 10 13 49 18 7 3

F6 344 245 71.22 99 28.78 2 8 15 45 23 4 2

F7 437 301 70.45 136 31.12 3 11 18 72 20 7 5

実 験2～4で 示 された よ うに3系 統 とも、選抜 に よ って複 眼異常 が顕著 にな1)、F5に

な って触角 異常 を伴 った個体 が 多数 生 じた。 これ を親 として、 それ ぞれの系 統 で対 支配

に よる頭 部 異常 を もつ個体 の複 眼 お よび触 角 異常 の 出現 率 を比較 して グラフ にま とめ た

のがFig。4で あ る。

図 で示 され る よ うに、対交 配 に よる選抜 に よってお きた複眼 異常 の出現率 は、3系 統

間 でや ・相 異が あ るが、何 れ の系 統 も代 を重 ね るに したが って増 加 して きた。 と くに

Shioya系 統 では、F8で 、Kirishima系 統 で はF1。 で羽化個体 の うち85%が 複眼 異常 を伴

った。 触角 異常 につ いて は3系 統 と も選 抜 に よって著 し くな る傾 向 が見 られ た。 しか し、
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触角異常 をもつ個体の増加の程度は複眼程著 しい選抜効果はみ とめられなかった。

考 察

キ イ ロシ ョウ ジ ョウバ エ、D.解6如 η09召s'67のShioya,Kirishimaお よびBochu系 統

の野 生型 集 団 内に稀 に複 眼外縁 部 がわ ずか に 欠除 した個体 が 生 じる。 これ らの 複眼 異常

を もつ個体 を対 交配 に よ って毎代選 抜 を続 け て い くと、3系 統 と もそれ ぞれ 異常 の程度

が 著 し くな り、や が て複 眼 は消失 し、 無眼 の個体 が 生 じた。 同時 に何 れの 系統 とも複眼

異常 の 著 しい個体 では、 触 角異常 を伴 うこ とが 見出 された。 一一方、 これ ら触 角異常 個体

を毎代選 抜 を続 ける と、 触 角異常 が著 し くな り、触 角 の重複 個体 が生 じる。 そ して その

異常 の 程度 は 、複眼 を構 成 して い る小 眼数 の減 少 と反比 例 す る。 つ ま り触 角 は減 少せ ず
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に重複 して い くとい う傾 向 がみ とめ られ た。

シ ョウ ジ ョウバ エの 野生型 の表 現 は い うまで もな く正 常 形 質で あ る。 ところが、 この

実 験 で示 され た よ うに野生型 の系 統 に よ っては、対 交配 に よ り毎代選 抜 を続 けて い くと、

著 しい形質 異常 が生 じる こ とが 見出 され た。 同様 の こ とが す で にOregon系 統 で選 抜 に

よ って複眼 異常 が著 し くな るこ とがTakaya,KajiandInouye(1960a,1960b,1963)に

よ って見 出 され て い る。 これ らの実験 で は、複 眼 が選抜 に よって浸蝕 され た よ うな状 態

にな る こ とか らerosioneyeと 称 され、 野生 型か ら複 眼 異常 を もつ 形質 が生 じた こ とか

ら、選抜 に よって野 生型 に潜 在的 にあ る複 眼 異常 の形質 を、evoke(引 き出す)し た と説

明 され て い る。

Glass(1944、1949)お よびGardnerandStott(1951)ら は、 キ イロ シ ョウ ジ ョウバ

エ お よび オナ シ シ ョウジ ョウバエ 、D.S珈 π伽 ∫の 野生 型 の ス トックか ら頭 部 に 異常 を

もったtumorous-headを 見出 して い る。彼 等 は選 抜 に よ って この よ うな頭 部 異常 が どの

よ うに変 化す るかは しらべ て い ないが 、野生 型集 団 か ら生 じた原 因 をrecessivemodifir-

es(劣 性 の変 更遺伝 子)に よる と して い る。 同様 に野生 型 集団 の 中か ら研究 室 で飼育 され

て いたNanjyo、 南 条(福 井 県)系 統 の集 団 の 中 か ら無 眼 のハ エ が 見つ か って い る(大

島、1988)。 大 島 に よる と、この無 眼 の遺 伝子 は 第2染 色体 上 の遺 伝子 で この遺 伝子 は複

数 か ど うか は不 明 とい うこ とであ る。

一 方 突然 変 異種 のNotch ・deformedと い う系 統 で は 同 じ く頭 部 異常 を もった個 体 が

現 われ る こ とが あ り、 しか も低 温で その 表現 が著 し くなる こ とがHillman(1961)に よ

って報 告 され て い る。Hillmanは 、 この よ うな温度 に よ って頭 部 異常 、 と くに複 眼 お よ

び触角 異常 の表 現 の変化 はsuppressor(抑 圧遺 伝 子)お よび、enhancer(促 進遺 伝 子)

に よる と推 定 して い る。 本実 験 で用 い た3系 統 の 野生 型の 形質 異常 は温 度 条件 に よ って

変 化 しない こ と も確 か めて い る。 また、本 実験 で 見出 され た触 角 、複眼 の 異常 を同 時 に

伴 うとい う類似 の形 質 はす で に突然変 異種 として 、spinelessaristapediaが 知 られ て い

る。 この 突然変 異体 は温 度感受 性 のHomeoticmutant(異 形 化突 然変 異体)でSchubin・

gerandAlpert(1975)に よ って触角 の重 複 に ともない複 眼の 大 きさが減 少す る とい う

こ とが報 告 され て い る。

本 研 究 で 用 い られ た 何 れ の 系 統 も、 選 抜 に よ っ て 無 眼 に な っ た ハ エ をbackward

selection(逆 選 抜)に よって5～6代 交配 を続 け る。 あ るいは選 抜 を 中止 して集 団培養

を7～8代 続 け るこ とによ って、複 眼 が再 び大 き くな りや がて も との野生 型 の よ うな集

団 に もどるこ とが確 かめ られ た。 また、選抜 に よって生 じた頭部 異常 個体 は雌 雄 に よ る

差 が み とめ られ なか った。

以上 の よ うなこ とか ら、 これ ら野 生型 の系 統 は 見か けは正常 型 で あ るが 、潜 在的 に複

眼 や 触角 異常 を引 きお こす常 染 色体 に位 置 す る複 数 の劣性 遺伝 子 を もってお り、選 抜 に
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よって劣性遺伝子の発現が強め られた と考 えられるが、さらに、それ らの遺伝子の位置

が決め られ るかどうか、決め られ るとしたらどこで あるかを決定する必要がある。何れ

に して も、複眼異常が著 しくなり複眼が消失の傾 向を示す と、複眼 と同 じ側の触角に重

複がおきる とい うこ とは発生遺伝学的 に極めて興味深い。

摘 要

1.キ イロショウジョンバエの野生型のShioya,Kirishima,Bochu系 統 は集団培養下

でご く稀に複眼がわずかに欠けた個体が見出 され る。

2.複 眼異常 をもつ個体 を対交配によ り毎代選抜 を続けると、代 を重ねるにつれてそ

の異常の程度が著 しくなるとともに、F7で は、70%が 複眼異常 をもち、やがて羽化個体

のすべ ては異常個体 とな り、さらに複眼は消失 して無眼のハエが生 じた。

3.何 れの系統 とも複眼異常が著 しい個体では触角異常 を伴 い、その異常の程度は、

複眼の小眼数の減少 と反比例す ることが見出された。

4.頭 部 異常個体 を対交配によって逆選抜 をっづ けるか、あるいは選抜を中止 して集

団培養 をつづ けると再び複眼が大 きくな り、やがて もとの野生型集団に もどることが確

かめ られた。

5.こ れ らの野生型の系統は潜在的に頭部異常 を引きおこす複数の常染色体 に位置す

る劣性遺伝子 をもち、選抜 によってこれらの遺伝子の発現が強め られた と推定 した。

附 記

この研 究 は1969年4月 ～1984年3月 の間 、 甲南大学 理学 部 生物教 室 で行 な った実験 の

一部 を と りま とめ た もの で あ る
。
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